
Title モルトマン（J.Moltmann)の霊性神学 

Author(s) 金, 明容 
                 高, 萬松・訳 

Citation 聖学院大学総合研究所紀要, No.55, 2013.3 : 311-343 

URL 
http://serve.seigakuin-univ.ac.jp/reps/modules/xoonips/detail.php?item_i

d=4679 

Rights  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖学院学術情報発信システム ： SERVE 

SEigakuin Repository and academic archiVE



311 モルトマンの霊性神学

モ
ル
ト
マ
ン（J. M

oltm
ann

）の
霊
性
神
学

金　
　

明　

容

高　

萬
松
・
訳

《
訳
者
解
説
》

近
年
、
韓
国
で
は
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
本
紀
要
五
一
号
の
洛
雲
海
「
韓
国
の
神
学
に

つ
い
て
――
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
と
の
関
わ
り
か
ら
」
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
1
（

。

聖
学
院
大
学
は
ソ
ウ
ル
の
長
老
会
神
学
大
学
校
と
提
携
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
長
老
会
神
学
大
学
校
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
降

モ
ル
ト
マ
ン
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
組
織
神
学
・
申
玉
秀
（
シ
ン
・
オ
ク
ス
）
教
授
は
、
本
論
文
の
著
者
、
金
明
容
（
キ

ム
・
ミ
ョ
ン
ヨ
ン
）
教
授
は
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
（
統
合
派
）
の
代
表
的
組
織
神
学
者
と
し
て
バ
ル
ト
の
専
門
家
で
あ

り
、
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
を
韓
国
の
教
会
と
神
学
界
に
紹
介
し
、
批
判
的
に
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
）
2
（

。

実
際
、
長
老
会
神
学
大
学
校
が
発
行
し
て
い
る
『
長
神
論
壇
』
と
い
う
紀
要
に
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
次
の
よ
う
な
主
題
の

論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
、
著
者
は
金
明
容
教
授
）。
す
な
わ
ち
、「
モ
ル
ト
マ
ン
の
万
有
救
済
論
と
救
済
論
の
新

し
い
地
平
」（
二
〇
〇
〇
年
）、「
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
」（
二
〇
〇
一
年
、
本
紀
要
五
五
号
）、「
モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
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学
」（
二
〇
〇
二
年
、
本
論
文
）、「
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」（
二
〇
〇
三
年
、
本
紀
要
五
四
号
）、「
モ
ル
ト
マ
ン

の
終
末
論
」（
二
〇
〇
四
年
、
本
紀
要
五
二
号
）
な
ど
で
あ
る
。

本
紀
要
五
四
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
明
容
教
授
は
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
貢
献
と
論
争
点
を
以
下
の
よ
う
に
要
約

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
歴
史
責
任
的
神
学
と
し
て
の
政
治
神
学
と
平
和
神
学
、
生
と
命
の
た
め
の
メ
シ
ア
的
神
学
、
生
態

学
的
宇
宙
的
神
学
、
理
解
可
能
な
三
位
一
体
論
と
三
位
一
体
神
学
の
実
践
性
、
そ
し
て
終
末
論
の
新
し
い
地
平
と
万
有
救
済

論
」
で
あ
る
）
3
（

。
今
回
は
金
明
容
教
授
の
論
文
「
モ
ル
ト
マ
ン
（J. M

oltm
ann

）
の
霊
性
神
学
」
を
、
著
者
の
許
諾
の
下
で
翻

訳
し
た
）
4
（

。
こ
の
論
文
か
ら
韓
国
神
学
界
に
お
け
る
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
理
解
を
深
め
た
い
と
思
う
。
著
者
は
こ
こ
で
モ
ル
ト
マ

ン
の
霊
性
神
学
が
、
か
つ
て
の
霊
性
神
学
が
持
っ
て
い
た
歪
曲
さ
れ
た
脱
社
会
性
や
歴
史
性
と
い
う
問
題
点
を
矯
正
し
、
二
一

世
紀
の
た
め
の
正
し
い
霊
性
神
学
の
道
を
開
い
た
と
評
価
し
、
肯
定
的
に
受
容
し
て
い
る
。

　
　
　
注

（
1
） 

洛
雲
海
「
韓
国
の
神
学
に
つ
い
て
――
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
と
の
関
わ
り
か
ら
」『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
五
一
号
、

二
〇
一
二
年
、
六
一
―
八
四
頁
。

（
2
） 

申
玉
秀
「
韓
国
に
お
け
る
モ
ル
ト
マ
ン
受
容
と
そ
の
理
解
」、
洛
雲
海
訳
、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』、
本
号
、
八
二
―

一
一
三
頁
。

（
3
） 

金
明
容
「
モ
ル
ト
マ
ン（J. M

oltm
ann

）神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」、
高
萬
松
訳
、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
五
四
号
、

二
〇
一
二
年
、
二
四
二
―
二
六
六
頁
。
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（
4
） 

金
明
容
「
モ
ル
ト
マ
ン（J. M

oltm
ann

）の
霊
性
神
学
」、『
長
神
論
壇
』
第
一
八
集
、
二
〇
〇
二
年
。
こ
の
論
文
に
お
け
る
モ
ル

ト
マ
ン
の
著
作
か
ら
の
引
用
文
は
原
文
に
忠
実
に
す
る
た
め
に
韓
国
語
か
ら
の
訳
に
準
ず
る
。
し
か
し
、
和
書
の
あ
る
長
い
引
用

箇
所
に
限
っ
て
は
、
和
書
の
対
応
箇
所
か
ら
引
用
し
た
。

序

モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学
は
、
霊
性
に
対
す
る
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
根
本
的
に
変
え
る
よ
う
な
驚
く
べ
き
内
容
を
持
つ
神
学
で

あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
九
一
年
『
い
の
ち
の
御
霊
』（D

er G
eist des Leben

）
1
（s

）
と
一
九
九
七
年
『
い
の
ち
の
泉
』（D

ie Q
uelle des 

Leben

）
2
（s

）
を
出
版
し
、
自
分
の
霊
性
神
学
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
驚
く
べ
き
、
新
し
い
霊
性
神
学
で
あ
っ
た
。
し
か

し
モ
ル
ト
マ
ン
の
こ
の
驚
く
べ
き
新
し
い
霊
性
神
学
は
聖
霊
論
の
大
き
な
枠
組
に
お
い
て
体
系
化
し
た
霊
性
神
学
で
あ
る
の
で
、
彼
の
霊
性

神
学
の
理
解
の
た
め
に
は
彼
の
聖
霊
論
の
核
心
的
内
容
が
先
に
叙
述
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
聖
霊
を
い
の
ち
の
霊
と
規
定

し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
の
霊
性
は
生
と
生
命
の
た
め
の
霊
性
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
言
う
い
の
ち
の
霊
と
し

て
の
聖
霊
は
ど
う
い
う
お
方
で
あ
り
、
生
と
生
命
の
た
め
の
霊
性
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
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Ⅰ　

モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
霊
論

一
、
統
全
的
聖
霊
論

モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
九
一
年
『
い
の
ち
の
御
霊
』（D

er G
eist des Lebens

）
を
出
版
し
、
そ
こ
で
統
全
的
聖
霊
論
（E

ine ganzheitliche 

Pneum
atologie

）
と
い
う
副
題
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
統
全
的
聖
霊
論
と
い
う
副
題
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
霊
論
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
言
う
統
全
的
聖
霊
論
は
か
つ
て
の
聖
霊
論
と
較
べ
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
聖
霊
の
活
動
と
経
験
を
教
会
の
宗

教
的
活
動
と
人
間
の
霊
魂
の
領
域
に
縮
小
さ
せ
た
か
つ
て
の
聖
霊
論
を
不
完
全
な
も
の
と
見
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ

た
）
3
（

。

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
は
無
論
の
こ
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
に
至
る
ま
で
、
そ
し
て
彼
ら
の
敬
虔
に
対
す
る
理
解
に
よ
れ
ば
、
聖

霊
を
単
な
る
救
い
の
霊
と
捕
ら
え
、
そ
の
場
所
は
教
会
で
あ
り
、
聖
霊
は
人
間
に
霊
魂
の
永
遠
の
祝
福
を
拡
げ
る
と
見
な
す
傾

向
が
あ
る
。
こ
の
救
済
す
る
霊
は
人
間
の
身
体
的
生
は
無
論
、
自
然
的
生
か
ら
分
離
す
る
。
救
済
す
る
霊
は
人
間
が
こ
の
世
界

か
ら
背
を
向
け
て
よ
り
良
い
彼
岸
の
生
を
期
待
さ
せ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
の
霊
に
お
い
て
旧
約
聖
書
が
表
し
て

い
る
神
の
生
の
力
、
す
な
わ
ち
、
全
て
の
生
き
物
に
滲
み
る
能
力
と
は
異
な
る
能
力
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た

が
っ
て
神
学
の
諸
書
は
聖
霊
を
神
と
信
仰
と
キ
リ
ス
ト
教
的
生
と
教
会
と
祈
り
と
に
関
連
づ
け
て
取
り
扱
い
、
肉
体
と
自
然
と
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に
関
連
づ
け
て
扱
う
こ
と
は
珍
し
い
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
批
判
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
に
聖
霊
は
生
と
生
命
の
た
め
の
霊
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
人
間
と
教
会
の
宗
教
的
敬
虔
と
霊

魂
の
救
い
の
た
め
の
霊
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
コ
ン
ガ
ー
ル
（Y. C

ongar

）
の
膨
大
な
聖
霊
論
に
関
す
る
著
述
も
）
4
（

、
モ
ル
ト
マ

ン
の
批
判
に
よ
れ
ば
神
の
霊
は
「
単
に
教
会
の
信
仰
の
霊
で
あ
る
よ
う
な
）
5
（

」
印
象
を
与
え
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
単
に
人

間
と
教
会
の
宗
教
的
敬
虔
と
霊
魂
救
済
の
た
め
の
霊
で
は
な
く
、
人
間
の
肉
体
も
生
か
し
、
社
会
と
歴
史
も
生
か
し
、
ま
た
創
造
世
界
全
体

を
生
か
し
て
い
る
生
と
生
命
の
霊
で
あ
る
。
今
日
の
生
態
学
的
神
学
は
自
然
と
肉
体
の
重
要
性
を
発
見
し
た
し
、
宇
宙
的
キ
リ
ス
ト
論
は
宇

宙
的
聖
霊
論
に
行
く
道
を
開
い
た
。
統
全
的
聖
霊
論
と
は
、
聖
霊
の
活
動
と
経
験
の
領
域
を
人
間
の
霊
魂
に
制
限
さ
せ
ず
肉
体
を
含
ん
だ
全

体
と
し
て
の
人
間
の
生
に
拡
大
さ
せ
た
聖
霊
論
で
あ
り
、
教
会
や
個
人
的
で
宗
教
的
な
霊
性
生
活
の
み
が
聖
霊
の
経
験
の
場
で
は
な
く
、
社

会
と
歴
史
を
含
ん
だ
全
体
の
世
が
聖
霊
の
経
験
の
場
で
あ
り
、
人
間
の
生
と
歴
史
だ
け
で
は
な
く
全
て
の
創
造
世
界
が
聖
霊
の
救
い
の
働
き

と
関
わ
っ
て
い
る
と
見
な
す
聖
霊
論
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
の
体
験
と
聖
霊
に
よ
る
救
い
は
人
間
の
宗
教
的
体
験
だ
け
で
は

な
く
、
生
を
生
か
し
救
済
す
る
生
の
喜
び
と
生
動
力
（V

italität

）
と
関
わ
っ
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
統
全
的
聖
霊
論
の
た

め
の
自
分
の
聖
霊
論
の
序
文
で
統
全
的
聖
霊
論
が
何
で
あ
る
か
を
易
し
く
説
明
し
て
い
る
）
6
（

。

あ
な
た
は
い
つ
最
後
に
「
聖
霊
」
の
働
き
を
体
験
し
ま
し
た
か
。
こ
の
簡
単
な
質
問
は
我
々
を
当
惑
さ
せ
る
。
聖
霊
の
聖
性
に

つ
い
て
聞
く
と
き
、
我
々
は
宗
教
的
に
畏
れ
て
い
る
。
聖
霊
は
我
々
の
世
俗
的
生
か
ら
分
離
さ
れ
て
お
り
、
我
々
は
神
か
ら
遠

く
離
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
宗
教
的
体
験
も
、
我
々
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
全
て
の
人
が
持
つ
こ
と
の
で
き
る
体
験
で
は
な

い
。し

か
し
、
あ
な
た
は
い
つ
最
後
に
「
生
の
霊
」
を
体
験
し
ま
し
た
か
、
と
い
う
質
問
は
全
然
違
う
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
こ
の
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質
問
に
対
し
て
我
々
は
我
々
自
身
の
日
常
的
な
生
の
経
験
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
、
我
々
の
経
験
し
た
慰
め
と
勇
気
に

つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
「
霊
」
は
我
々
を
喜
ば
せ
る
生
の
楽
し
さ
を
意
味
し
、
霊
の
諸
力
は
我
々
の
内
で
そ

の
楽
し
さ
を
惹
き
起
こ
す
生
の
諸
力
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
我
々
の
生
を
完
全
に
、「
生
動
的
に
）
7
（

」、
生
命
の
喜
び
で
満
た
す
霊
で
あ
る
。「
聖
霊
は
霊
魂
を
肉
体
か
ら

分
離
さ
せ
ず
、
そ
れ
を
こ
の
地
か
ら
天
に
急
ぎ
で
行
か
せ
な
い
。
む
し
ろ
聖
霊
は
地
上
の
全
人
的
人
間
を
新
し
い
地
の
夜
明
け
の
中
に
立
た

せ
る
。
…
…
復
活
の
キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
新
し
い
創
造
の
霊
を
経
験
す
る
者
は
死
滅
、
病
、
抑
圧
し
た
彼
の
体
が
『
蘇
ら
れ

る
』
こ
と
を
既
に
こ
こ
で
経
験
す
る
）
8
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
人
間
を
完
全
な
も
の
と
す
る
霊
で
あ
る
。
病
者
は
完
全
で
は
な
い
。

精
神
的
に
傷
つ
い
た
者
た
ち
は
完
全
で
は
な
く
、
喜
び
を
喪
失
し
生
の
勇
気
を
失
っ
て
い
る
者
た
ち
も
完
全
で
は
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ

れ
ば
真
の
聖
性
は
人
間
と
世
と
創
造
世
界
全
体
の
完
全
性
と
関
連
が
あ
る
。
聖
な
る
聖
霊
は
精
神
的
に
、
肉
体
的
に
傷
つ
け
ら
れ
た
者
た
ち

を
生
か
し
完
全
に
す
る
。
生
の
聖
性
は
「
生
の
宗
教
的
、
意
図
的
調
整
（M

anipulation

）
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
生
を
肯
定
し
、
解

放
し
、
義
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
愛
さ
れ
て
生
命
を
豊
か
に
生
か
す
こ
と
を
意
味
す
る
）
9
（

」。
聖
霊
は
生
に
対
す
る
情
熱
を
引
き
起
こ
し
、
死

の
力
に
対
抗
さ
せ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
真
の
聖
性
は
死
の
力
に
対
抗
す
る
力
で
あ
り
、
自
分
と
隣
人
と
世
の
生
を
肯
定
し
愛
す
る
情

熱
で
あ
る
。
世
を
愛
し
世
を
生
か
す
た
め
に
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
（D

. B
onhoeffer

）
の
生
は
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

真
の
聖
な
る
生
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
モ
ル
ト
マ
ン
は
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
を
今
日
の
殉
教
者
と
称
し
て
い
る
）
10
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
は
聖
な
る
霊
の
経

験
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
）
11
（

。

「
聖
な
る
霊
」
は
生
を
完
全
に
さ
せ
る
霊
で
あ
り
、
彼
は
彼
の
被
造
物
の
生
に
対
す
る
創
造
者
の
情
熱
を
持
ち
、
生
を
破
壊
し

よ
う
と
す
る
諸
力
に
対
す
る
憤
り
と
共
に
生
を
完
全
に
す
る
。
滅
亡
の
崖
っ
ぷ
ち
で
再
生
と
創
造
の
保
持
は
互
い
に
違
う
も
の
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で
は
な
く
、
聖
な
る
霊
は
生
か
す
霊
と
経
験
さ
れ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
統
全
的
聖
霊
論
は
聖
霊
を
生
と
生
命
の
霊
と
理
解
し
よ
う
と
す
る
聖
霊
論
で
あ
る
。
か
つ
て
の
聖
霊
論
が
宗
教
的
霊
性
と

教
会
の
宗
教
的
活
動
の
た
め
の
聖
霊
論
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
統
全
的
聖
霊
論
は
人
間
の
霊
魂
と
教
会
の
垣
を
超
え
て
、
人

間
の
肉
体
と
世
と
全
て
の
創
造
世
界
の
救
い
と
聖
化
の
た
め
の
聖
霊
論
で
あ
る
。

二
、
生
と
生
命
の
霊
と
し
て
の
聖
霊

（
1
）
生
と
生
命
の
力
と
し
て
の
聖
霊

モ
ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
聖
霊
は
生
と
生
命
の
力
の
源
泉
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
自
分
の
聖
霊
論
の
本
の
名
前
を
『
い
の
ち
の
御
霊
』

（D
er G

eist des Lebens

）
と
呼
び
、
こ
こ
に
お
い
て
「
い
の
ち
」
と
訳
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
「
レ
ー
ベ
ン
」（Leben

）
は
「
生
」
と
翻
訳
で

き
る
単
語
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
「
レ
ベ
ー
ン
」
は
「
生
」
と
「
生
命
」
の
両
者
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
霊
論
の

書
名
は
生
の
霊
、
あ
る
い
は
、
生
命
の
霊
と
訳
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
両
者
の
意
味
を
持
つ
本
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
人
間

と
世
に
生
と
生
命
を
与
え
、
ま
た
豊
か
に
与
え
て
い
る
霊
が
聖
霊
で
あ
る
と
自
分
の
聖
霊
論
に
お
い
て
言
っ
て
い
る
。

伝
統
的
に
教
会
は
聖
霊
を
再
生
と
聖
化
の
霊
と
規
定
し
、
こ
れ
を
強
調
し
た
。
聖
霊
は
人
間
の
霊
魂
を
再
生
さ
せ
、
ま
た
こ
の
霊
魂
を
霊

的
に
聖
な
る
も
の
と
す
る
霊
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
聖
霊
論
に
対
す
る
理
解
は
、

聖
霊
の
活
動
を
人
間
の
宗
教
的
領
域
の
中
に
閉
じ
込
め
る
間
違
い
を
犯
す
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
、
人
間
と
世
の
生
の
根
源
で
あ
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り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
）
12
（

。

カ
リ
ス
マ
的
傾
向
に
お
い
て
神
の
霊
は
生
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
幸
せ
と
な
ら
し
め
る
神
の
親
密
さ
に
お

い
て
生
は
生
動
し
始
め
る
。
我
々
は
神
の
能
力
の
場
に
お
い
て
自
分
自
身
を
経
験
す
る
。
し
た
が
っ
て
カ
リ
ス
マ
は
力
動
性

（dynam
is

）
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
（energia

）
と
表
現
で
き
る
。
聖
霊
が
カ
リ
ス
マ
的
に
経
験
さ
れ
る
仕
方
は
古
く
か
ら

「
流
れ
る
」、「
注
が
れ
る
」、「
輝
く
」
な
ど
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
推
察
す
る
と
き
、
聖
霊
は
「
生
の

源
泉
」（Q

uelle des Lebens
）
と
し
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
の
根
源
」（U

rsprung des E
nergieflusses

）
と
し
て
、

ま
た
輝
く
光
の
た
め
の
「
光
の
源
泉
」（Lichtquelle

）
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
こ
で
表
さ
れ
て
い
る
表
現
は
流
出
説
的
表

現
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
の
経
験
は
幸
せ
の
経
験
で
あ
り
、
生
の
経
験
で
あ
り
、
生
動
力
と
能
力
の
経
験
で
あ
り
、
輝
い
て
い
る
世
界

と
歴
史
の
経
験
で
あ
る
。
聖
霊
か
ら
流
れ
て
く
る
聖
霊
の
力
は
、
病
者
を
生
か
し
、
破
か
れ
た
共
同
体
を
回
復
し
、
死
ん
で
い
く
自
然
を
生

か
し
、
死
の
力
が
そ
れ
以
上
活
動
で
き
な
い
世
を
作
る
。
聖
霊
か
ら
流
れ
て
く
る
生
命
の
水
は
人
間
と
自
然
と
歴
史
と
宇
宙
を
生
か
す
水
で

あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
霊
魂
に
の
み
作
用
す
る
生
命
の
水
で
は
な
く
、
世
の
全
て
を
生
か
し
豊
か
に
す
る
生
命
の
水
で
あ
る
。
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（
2
）
生
命
の
霊
と
生
命
の
宣
教

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
生
か
す
霊
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
九
七
年
に
出
版
し
た
『
生
命
の
泉
』
で
「
古
く
か
ら
神
の
霊
は

聖
な
る
霊
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、『
生
命
の
御
霊
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
13
（

」
と
い
う
点
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
聖
霊
と
生
命
と
の
関
係

性
を
強
調
し
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
真
の
聖
性
も
、
生
命
へ
の
畏
れ
と
愛
で
あ
り
、
生
命
の
た
め
の
生
の
う
ち
に
あ
る
。
復
活
の

霊
は
生
命
の
霊
で
あ
り
、
最
後
の
日
に
完
成
す
べ
く
復
活
の
生
命
は
今
日
の
世
に
お
い
て
健
康
と
清
純
さ
を
も
た
ら
す
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
肉

体
を
虐
待
し
て
、
感
覚
を
死
な
す
行
為
と
聖
性
と
を
結
び
つ
け
た
過
去
の
修
道
院
的
霊
性
を
正
し
い
も
の
と
見
て
い
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に

よ
れ
ば
聖
霊
の
働
き
は
病
者
を
癒
し
傷
つ
い
た
者
を
癒
し
、
憂
鬱
と
絶
望
の
中
に
落
ち
た
者
た
ち
を
慰
め
、
戦
争
と
災
難
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
、
死
ん
で
い
く
世
界
を
生
か
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
）
14
（

。

創
造
的
で
生
か
す
神
の
霊
は
、
我
々
の
死
後
に
永
遠
の
命
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
、
既
に
地
上
で
死
ぬ
以
前
か
ら
そ
れ
を
も

た
ら
す
。
と
い
う
の
は
神
の
霊
が
こ
の
世
界
に
中
に
キ
リ
ス
ト
を
遣
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
が
人
格
と
し
て
現

れ
た
「
復
活
の
生
命
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
と
共
に
「
破
壊
さ
れ
え
な
い
生
命
」
が
明
ら
か
に
表
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
を

こ
の
世
界
に
遣
わ
し
た
生
命
の
霊
は
復
活
の
能
力
に
な
っ
て
我
々
に
新
し
い
生
命
を
も
た
ら
す
。
聖
霊
が
遣
わ
さ
れ
た
の
は
、

変
わ
る
こ
と
の
な
い
神
の
命
へ
の
愛
と
、
聖
霊
の
驚
く
べ
き
生
命
へ
の
喜
び
の
表
れ
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

命
が
あ
り
、
病
者
た
ち
が
癒
さ
れ
、
悲
し
む
者
た
ち
が
慰
め
ら
れ
、
捨
て
ら
れ
た
者
た
ち
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
死
の
悪
霊
が
追

い
出
さ
れ
る
と
共
観
福
音
書
は
言
っ
て
い
る
。
聖
霊
が
臨
在
す
る
と
こ
ろ
に
生
命
が
あ
る
と
使
徒
行
伝
と
使
徒
た
ち
の
手
紙
は

言
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
死
に
勝
っ
て
い
る
命
の
喜
び
と
永
遠
の
命
の
力
が
体
験
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
に
よ
る
宣
教
は
生
命
の
宣
教
で
あ
る
。
そ
し
て
神
の
国
は
こ
の
生
命
の
宣
教
の
完
成
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン

に
よ
れ
ば
「
聖
霊
を
遣
わ
し
た
の
は
変
わ
る
こ
と
の
な
い
神
の
生
命
へ
の
愛
と
、
聖
霊
の
驚
く
べ
き
生
命
へ
の
喜
び
の
表
れ
）
15
（

」
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
の
復
活
は
「
破
壊
さ
れ
え
な
い
生
命
）
16
（

」
の
啓
示
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
を
復
活
さ
せ
た
聖
霊
は
破
壊
さ
れ
る
生
命
の
真
ん
中
で
働
く
破

壊
さ
れ
え
な
い
生
命
の
力
で
あ
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
聖
霊
に
よ
る
宣
教
は
破
壊
さ
れ
え
な
い
生
命
の
宣
教
で
あ
り
、
生
命
へ
の
愛
と
生
命

の
喜
び
に
満
ち
た
世
を
作
る
宣
教
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
真
の
宣
教
は
、「
慰
め
と
生
命
の
勇
気
を
拡
散
し
、
死
ん
で
い
く
者
を

立
ち
上
げ
る
生
命
の
運
動
と
救
い
の
運
動
）
17
（

」
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
が
こ
の
世
に
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、「
新
し
い
宗
教

で
は
な
く
新
し
い
生
命
）
18
（

」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
の
ゆ
え
に
モ
ル
ト
マ
ン
は
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
が
聖
霊
に
よ
る
生
命
の
宣
教
を
「
あ
ま
り
に
も
狭
く
）
19
（

」
理
解
し
た

と
批
判
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
）
20
（

。

無
論
キ
リ
ス
ト
的
生
活
様
式
、
教
会
の
交
わ
り
と
個
人
的
信
仰
の
決
断
と
経
験
も
宣
教
の
一
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
聖
霊
の
宣

教
は
新
し
い
生
命
の
宣
教
で
あ
る
。
否
、
そ
れ
よ
り
大
き
い
。
一
〇
〇
年
前
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
（W

ürtem
berg

）
の
リ

バ
イ
バ
ル
運
動
の
説
教
者
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
（C

hristoph B
lum

hardt

）
は
我
々
が
「
宗
教
か
ら
神
の
国
に
、
教

会
か
ら
世
界
に
、
自
分
自
身
に
対
す
る
心
配
か
ら
全
体
の
た
め
の
希
望
に
」
進
む
べ
き
道
を
見
出
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。
今

日
こ
れ
は
我
々
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
が
ど
こ
に
い
る
か
が
問
題
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト

教
的
運
命
や
西
欧
的
価
値
の
拡
散
の
代
わ
り
に
「
生
命
の
文
化
」
を
建
て
「
死
の
野
蛮
性
」
に
対
抗
す
べ
き
だ
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
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モ
ル
ト
マ
ン
は
、
宣
教
を
自
分
の
信
仰
の
決
断
と
回
心
の
経
験
の
伝
達
や
、
キ
リ
ス
ト
教
的
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
的
文
明
あ
る
い
は
西
欧

の
宗
教
的
価
値
の
拡
散
と
し
て
、
ま
た
は
教
会
の
拡
張
と
そ
の
増
や
し
と
見
る
狭
い
思
考
を
捨
て
て
、
人
間
と
世
を
生
か
そ
う
と
す
る
聖
霊

の
活
動
に
参
与
す
る
こ
と
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
神
は
こ
の
世
を
愛
し
、
こ
の
世
の
内
に
あ
る
生
命
を
非
常
に
愛
し
て
い
る

た
め
、「
生
命
の
宣
教
よ
り
も
必
要
な
こ
と
は
な
い
）
21
（

」
と
モ
ル
ト
マ
ン
は
言
う
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
暴
力
と
死
が
生
命
を
脅
か
す
と

こ
ろ
、
生
の
勇
気
が
失
わ
れ
て
生
が
委
縮
し
た
と
こ
ろ
な
ら
ば
、
ど
こ
に
お
い
て
も
生
命
の
宣
教
が
始
ま
る
）
22
（

」。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
に
よ
る
生
命
の
宣
教
は
地
を
新
た
に
し
、
万
物
を
新
し
い
創
造
を
指
向
す
る
宣
教
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に

よ
れ
ば
「
永
遠
の
生
命
と
は
こ
の
生
と
異
な
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
生
を
変
え
る
能
力
）
23
（

」
で
あ
る
。
聖
霊
は
こ
の
世
を
捨
て
さ
せ
、
あ
の
世

の
重
要
性
を
教
え
る
霊
で
は
な
く
近
づ
い
て
い
る
神
の
生
命
の
能
力
と
し
て
、
こ
の
世
を
変
化
さ
せ
る
霊
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

将
来
栄
光
の
神
の
国
で
完
成
す
る
そ
れ
が
今
聖
霊
に
お
い
て
こ
の
地
で
始
ま
っ
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
）
24
（

。

今
、
聖
霊
に
お
い
て
始
ま
っ
て
い
る
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
将
来
栄
光
の
国
で
完
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
栄
光
の
国
は
期
待
か
ら

外
れ
て
、
そ
し
て
い
き
な
り
来
る
の
で
は
な
く
、
霊
の
国
に
お
い
て
既
に
予
告
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
臨
在
す
る
力
を
持
つ
。

こ
れ
は
ま
る
で
春
と
夏
、
種
ま
き
と
刈
り
取
り
、
日
の
出
と
正
午
の
よ
う
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
我
々
の
地
に
聖
霊
が
降
り
る
こ
と
を
祈
る
者
は
天
に
逃
げ
る
と
か
、
彼
岸
の
世
界
に
隠
遁
し
よ
う
と
し
な
い
）
25
（

。

そ
し
て
こ
の
生
命
の
霊
の
降
臨
は
「
す
べ
て
の
肉
な
る
者
に
注
が
れ
る
」（
ヨ
エ
ル 

二
・
二
八
、
使
徒
行
伝 

二
・
一
七
以
下
）。
こ
の
す
べ

て
の
肉
体
は
人
間
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、「
す
べ
て
の
生
命
体
、
草
と
木
と
動
物
を
も
含
む
）
26
（

」
と
モ
ル
ト
マ
ン
は
見
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
聖
霊
の
溢
れ
て
い
る
神
聖
は
人
間
と
万
物
の
上
に
臨
ん
で
、
世
に
お
け
る
死
の
力
を
追
い
出
し
、
生
命
の
輝
く
世
を
作
る
。
こ
の

意
味
で
聖
霊
は
生
命
の
泉
で
あ
り
、
聖
霊
に
よ
る
宣
教
は
生
命
の
宣
教
で
あ
る
。
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三
、
宇
宙
的
霊
と
し
て
の
聖
霊

モ
ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
聖
霊
は
生
と
生
命
の
霊
で
あ
る
と
同
時
に
宇
宙
的
霊
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
霊
論
は
、
神
と
世
を
極
端
に
対

立
さ
せ
た
バ
ル
ト
（K

. B
arth

）
の
弁
証
法
的
神
学
と
は
大
き
く
対
立
し
て
い
る
。
弁
証
法
的
神
学
時
代
の
バ
ル
ト
は
、
神
の
霊
は
世
と
対

立
し
、
世
を
否
定
し
廃
棄
さ
せ
る
）
27
（

と
言
う
。
時
間
と
永
遠
の
質
的
相
違
と
い
う
当
時
の
バ
ル
ト
の
神
学
的
観
点
で
は
、
神
の
霊
は
世
に
内
住

で
き
ず
、
む
し
ろ
世
を
否
定
し
廃
棄
さ
せ
る
霊
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
が
聖
霊
を
宇
宙
的
霊
と
呼
ぶ
と
き
に
、
そ
の
意
味
は
バ
ル
ト
の

弁
証
法
的
神
学
と
は
反
対
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
霊
は
万
物
の
中
に
存
在
し
て
お
り
、
万
物
の
生
と
生
命
の
根
源
と
し
て
活
動
し

て
い
る
霊
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
さ
ら
に
聖
霊
は
創
造
世
界
全
体
を
保
持
し
完
成
さ
せ
る
霊
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

聖
霊
は
世
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
世
の
中
に
存
在
し
て
お
り
、
人
間
の
霊
魂
の
内
に
の
み
い
る
の
で
な
く
す
べ
て
の
肉
体
の
内
に
存
在
す

る
。
聖
霊
は
宇
宙
の
生
命
の
根
源
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
生
命
を
持
続
さ
せ
維
持
さ
せ
る
霊
で
あ
り
、
同
時
に
宇
宙
の
生
命
を
完
成
さ
せ
、

新
し
い
天
と
新
し
い
地
を
作
る
霊
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
は
世
に
内
住
す
る
聖
霊
の
活
動
に
対
し
て
聖
霊
の
「
ケ
ノ
ー
シ
ス
」（K

enosis

）
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
聖

霊
の
「
ケ
ノ
ー
シ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
神
が
ご
自
身
を
低
く
し
て
放
浪
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
内
住
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
神

の
シ
ェ
キ
ナ
ー
（Shechinah

）
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
身
を
低
く
し
て
人
間
の
中
に
留
ま
り
十
字
架
の
苦
難
を
経
た
キ
リ
ス

ト
の
ケ
ノ
ー
シ
ス
に
相
応
す
る
用
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
聖
霊
が
呻
い
て
痛
ん
で
い
る
万
物
に
内
住
し
つ
つ
、
万
物
に
活
気
と
生
命
力
を

吹
き
入
れ
、
万
物
を
生
か
し
神
の
栄
光
の
世
界
を
作
っ
て
い
く
聖
霊
の
活
動
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
聖
霊
の
ケ
ノ
ー
シ
ス
は
汎
神
論

（Pantheism

）
の
た
め
の
用
語
で
は
な
く
、
万
物
に
内
住
す
る
超
越
的
神
の
た
め
の
用
語
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
モ
ル
ト
マ
ン
の
主
張
す
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る
神
観
は
一
般
的
に
汎
在
神
論
（Panentheism

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
28
（

。
汎
在
神
論
は
被
造
物
と
神
と
の
間
の
差
異
が
基
本
的
に
前
提
さ
れ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
汎
神
論
と
は
違
う
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
が
万
物
の
内
に
完
全
に
お
ら
れ
、
万
物
が
神
の
内
に
完
全
に
い
て
、
万
物
が
神
の
永
遠
の
生
命
に
参
与
し
つ

つ
、
神
の
栄
光
が
完
全
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
栄
光
の
世
界
が
聖
霊
の
ケ
ノ
ー
シ
ス
の
究
極
的
目
的
で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
パ
ウ
ロ
の
用
語
を

借
り
れ
ば
「
神
が
す
べ
て
の
者
に
あ
っ
て
、
す
べ
て
と
な
ら
れ
る
」（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト 

一
五
・
二
八
）
と
き
で
あ
り
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

こ
の
究
極
的
完
成
の
た
め
に
聖
霊
は
万
物
に
お
い
て
お
ら
れ
て
、
そ
れ
を
生
か
し
、
解
放
さ
せ
、
救
済
し
完
成
さ
せ
る
働
き
を
行
わ
れ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
初
め
の
創
造
は
未
来
の
新
し
い
天
と
新
し
い
地
に
向
け
て
開
か
れ
て
い
る
創
造
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
継
続
的

創
造
の
神
学
的
重
要
性
を
強
調
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
宇
宙
的
聖
霊
論
は
宇
宙
の
完
成
を
指
向
す
る
聖
霊
論
で
あ
り
、
聖
霊
の
活
動
が
万
物

と
深
く
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
聖
霊
論
で
あ
っ
て
、
万
物
の
保
持
だ
け
で
は
な
く
万
物
を
新
た
に
し
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
聖
霊
の
究
極
的
目
的
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

Ⅱ　

モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学

一
、
神
経
験
の
場
所

神
は
ど
こ
に
お
い
て
も
体
験
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
神
学
に
お
い
て
と
て
も
重
要
な
出
発
点
だ
と
見
ら
れ
る
こ
の
問
い

に
対
し
て
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
伝
統
で
言
及
さ
れ
た
神
体
験
の
場
と
は
相
当
異
な
る
神
学
的
観
点
を
提
示
し
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
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テ
ィ
ヌ
ス
（A

ugustinus

）
に
よ
れ
ば
人
間
の
霊
魂
が
神
の
か
た
ち
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
神
の
か
た
ち
で
あ
る
人
間
の

霊
魂
が
神
と
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
霊
魂
の
奥
に
て
人
間
は
神
と
出
会
う
。
西
欧
神
学
で
霊
性
に
関
す
る
教
理
の
礎
を
形
成

し
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
霊
性
神
学
の
根
本
的
問
題
点
は
、
彼
の
霊
性
神
学
が
あ
ま
り
に
も
神
と
霊
魂
と
の
関
係
に
集
中
し
、
肉
体
と
自

然
の
価
値
を
下
げ
、
感
覚
的
世
界
の
重
要
性
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
）
29
（

。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
感
覚
の
世
界
に
向
け
た
扉
は
す

べ
て
閉
め
て
お
り
、
た
だ
神
を
仰
ぐ
こ
と
の
で
き
る
霊
魂
の
奥
の
部
屋
に
て
人
間
は
神
に
出
会
い
、
神
を
体
験
す
る
。
人
間
が
世
の
美
し
さ

に
耽
溺
し
て
い
る
限
り
、
世
の
美
し
さ
は
人
間
と
神
と
の
出
会
い
を
妨
げ
、
人
間
の
霊
魂
は
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
霊
性
神
学
は
そ
れ
以
降
西
欧
神
学
に
お
け
る
霊
性
神
学
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
影
響
に
よ
っ
て
西
欧
の
多
く
の
霊
性
神
学
者
た
ち
は
霊
魂
の
奥
、
あ
る
い
は
、
霊
魂
の
頂
点
に
お
い
て
神
と
の
出
会
い
の
体
験
が
で
き
る

と
い
う
理
論
を
発
展
さ
せ
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
（B
ernhard von C

lairvaux

）
は
、
自
己
愛
か
ら
隣
人
愛
に
、
隣
人
愛
か
ら
神
の
愛
に
繋
が

る
、
高
い
段
階
に
昇
る
霊
魂
の
巡
礼
に
言
及
し
、
テ
レ
サ
（T

herese von A
vila

）
は
七
段
階
と
な
っ
て
い
る
霊
魂
の
城
に
、
そ
し
て
同
じ

く
メ
ル
ト
ン
（T. M

erton

）
も
「
七
段
階
の
山
」（T

he seven-story m
ountain

）
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
人
間
の
内
面
の
奥
、
す
な
わ

ち
、
霊
魂
の
頂
点
に
て
神
に
出
会
う
と
い
う
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
修
道
院
主
義
と
深
く
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
、
感
覚
的
で
肉
体
的
な
世

と
離
別
し
、
霊
魂
の
深
い
世
界
に
入
る
こ
と
が
真
の
霊
性
を
獲
得
す
る
道
で
あ
る
と
人
々
は
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
の
霊
は
解
放
と
自
由
の
霊
で
あ
り
、
生
命
の
霊
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
神
を
経
験
し
た
場
は
出

エ
ジ
プ
ト
の
解
放
の
歴
史
の
真
ん
中
で
あ
っ
た
。
圧
制
の
杖
が
折
れ
、
不
義
の
杖
が
切
れ
、
歴
史
の
た
だ
中
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
神
を
体

験
し
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
共
に
働
い
た
神
の
霊
は
、
盲
人
の
目
を
開
か
せ
、
足
の
不
自
由
な
人
を
歩
か
せ
、
死
者
を
生
き
返
ら
せ
る

働
き
を
行
わ
れ
た
。
病
者
た
ち
は
自
分
の
肉
体
に
お
い
て
自
分
た
ち
を
健
や
か
に
し
、
命
を
満
た
す
神
の
霊
を
経
験
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に

よ
れ
ば
神
の
霊
は
出
エ
ジ
プ
ト
で
表
れ
た
よ
う
に
政
治
的
自
由
と
解
放
の
霊
で
あ
り
、
死
の
勢
力
か
ら
人
間
と
万
有
を
健
や
か
に
し
生
か
す

命
と
復
活
の
霊
で
あ
る
。
神
経
験
は
ま
さ
に
こ
の
自
由
と
解
放
の
霊
の
経
験
で
あ
り
、
命
と
復
活
の
霊
の
経
験
で
あ
る
。
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モ
ル
ト
マ
ン
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
来
、
神
の
か
た
ち
を
人
間
の
霊
魂
に
縮
小
さ
せ
た
伝
統
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
ギ
リ
シ
ャ
化
さ

れ
た
も
の
で
間
違
っ
た
も
の
と
見
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
の
か
た
ち
は
聖
書
的
理
解
に
従
え
ば
肉
体
を
除
外
し
た
人
間
個
人
の
霊
魂

で
は
な
い
。
神
の
か
た
ち
は
人
間
が
男
と
女
に
創
造
さ
れ
た
（
創
世
記 

一
・
二
七
）
た
め
、
男
と
女
と
し
て
の
共
同
体
的
交
わ
り
に
お
け

る
全
て
の
人
間
で
あ
る
）
30
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
は
人
間
の
心
の
奥
の
秘
密
の
部
屋
や
霊
魂
の
頂
点
で
経
験
で
き
る
の
で
は
な
く
、「
男

と
女
の
間
、
そ
し
て
父
母
と
子
女
と
の
間
に
あ
る
真
の
人
間
的
交
わ
り
に
お
い
て
）
31
（

」
経
験
さ
れ
る
。「
そ
れ
ゆ
え
神
経
験
の
場
所
は
神
秘
的

自
己
の
経
験
に
お
い
て
で
は
な
く
、
人
格
的
交
わ
り
の
経
験
に
お
い
て
、
社
会
的
自
己
経
験
に
お
い
て
で
あ
る
）
32
（

」。
神
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
に
は
肉
体
か
ら
分
離
し
た
霊
魂
に
再
び
肉
体
を
被
せ
、
共
同
体
か
ら
離
脱
し
た
個
人
を
再
び
交
わ
り
の
中
に
呼
び
起
こ
す
べ
き
で
あ

る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
肉
体
の
霊
性
な
し
の
霊
魂
の
み
の
霊
性
は
存
在
せ
ず
、
交
わ
り
の
霊
性
な
し
の
個
々
人
の
孤
独
の
霊
性
は
間

違
っ
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
交
わ
り
の
神
秘
な
し
に
霊
魂
の
神
秘
は
あ
り
え
な
い
）
33
（

」。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
交
わ
り
の
神
秘
は
人
々
の
間
で
の
交
わ
り
に
の
み
該
当
す
る
の
で
は
な
い
。
人
間
は
自
然
と
の
交
わ
り
を
通
し
て

神
を
経
験
す
る
。
す
な
わ
ち
、
愛
す
る
人
と
の
愛
に
お
い
て
神
を
経
験
す
る
が
、
同
時
に
自
然
と
の
出
会
い
に
お
い
て
も
神
を
経
験
す
る
。

男
が
女
に
出
会
っ
て
真
に
人
間
性
の
神
秘
を
知
り
、
女
は
男
に
出
会
っ
て
人
間
性
の
神
秘
を
知
る
。
そ
し
て
同
時
に
人
間
は
自
然
と
の
出
会

い
で
真
の
人
間
と
な
り
、
神
秘
の
根
源
で
あ
る
神
を
経
験
す
る
よ
う
に
な
る
。
孤
独
な
霊
魂
が
絶
壁
の
頂
点
で
神
を
経
験
す
る
の
で
は
な

く
、
男
と
女
と
自
然
と
の
交
わ
り
の
深
い
と
こ
ろ
で
神
を
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
の
霊
は
生
命
と
生
の
根
源
で
あ
る
。
憎
み
と
争
い
と
不
義
と
病
と
死
の
あ
る
と
こ
ろ
で
人
間
は
、
神
を
経
験
す

る
の
で
は
な
く
サ
タ
ン
を
経
験
す
る
。
強
制
労
働
の
苦
痛
に
お
い
て
苦
し
め
ら
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
不
義
の
鞭
が
折
れ
る
と
こ
ろ
で

神
を
経
験
し
、
病
に
苦
し
め
ら
れ
た
人
々
は
病
が
退
か
れ
る
と
こ
ろ
で
神
を
経
験
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
の
復
活
の
福
音

は
、
人
間
を
霊
魂
化
さ
せ
﹇
霊
魂
の
み
を
強
調
し
﹈、
霊
魂
の
世
界
を
賛
美
す
る
世
界
観
と
は
遠
く
離
れ
て
い
る
。
復
活
の
霊
は
肉
体
と
世

を
捨
て
霊
魂
の
世
界
に
人
間
を
連
れ
て
行
く
霊
で
は
な
く
、
ま
だ
苦
痛
と
涙
と
死
に
満
ち
て
い
る
こ
の
世
の
た
だ
中
で
苦
痛
と
涙
と
死
を
追
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い
出
す
力
の
霊
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
人
間
を
喜
び
に
満
ち
て
い
る
世
界
に
参
与
さ
せ
導
く
霊
で
あ
る
。
復
活
の
霊
は
呻
い
て
い
る
自
然

も
解
放
さ
せ
、
新
し
い
創
造
の
新
し
い
世
界
に
向
か
わ
せ
る
霊
で
あ
る
。
こ
の
復
活
の
霊
が
暗
闇
の
世
界
を
貫
い
て
新
し
い
天
と
新
し
い
地

の
夜
明
け
を
作
る
、
そ
こ
に
お
い
て
人
間
は
神
の
霊
を
経
験
し
、
神
を
体
験
す
る
。

二
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学
の
特
徴

（
1
）
生
命
［
に
対
す
る
］
畏
れ
の
神
学

モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
霊
性
（Spiritualität

）
を
生
命
力
（V

italität

））
と
理
解
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
）
34
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
神
の
霊
、
ル
ア
ハ
・
ヤ
ハ
ウ
ェ
（ruah Jahw

e

）
は
被
造
物
の
生
命
力
で
あ
り
、
そ
の
生
命
の
空
間
で
あ

る
。
こ
の
空
間
に
お
い
て
被
造
物
は
自
分
の
生
を
展
開
で
き
る
。
生
命
の
力
が
豊
か
に
な
る
こ
と
が
神
の
祝
福
で
あ
り
、
生
の
喜
び
を
抑
圧

す
る
こ
と
が
神
の
祝
福
で
は
な
い
）
35
（

」。
伝
統
的
に
霊
性
は
性
的
欲
望
を
抑
圧
し
、
生
命
の
楽
し
さ
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
で
得
ら
れ
る
と
信
じ

て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
霊
性
や
宗
教
性
や
敬
虔
性
な
ど
は
肉
体
や
感
覚
と
は
対
立
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
は
聖
霊
が
肉
体

を
軽
蔑
す
る
霊
で
は
な
く
肉
体
を
生
か
す
霊
で
あ
り
、
一
時
的
に
生
か
す
だ
け
で
は
な
く
永
遠
に
生
か
す
霊
で
あ
り
、
こ
の
肉
体
が
命
の
喜

び
で
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
霊
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
）
36
（

。

キ
リ
ス
ト
教
の
希
望
に
よ
れ
ば
、
神
の
命
の
霊
の
暴
風
の
中
で
全
て
の
創
造
の
最
終
的
な
春
が
始
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
霊
の
力

を
今
体
験
す
る
人
は
自
分
の
命
が
ど
の
よ
う
に
蘇
生
し
、
愛
が
溢
れ
る
か
を
感
じ
る
。
こ
の
霊
が
全
て
の
肉
体
の
上
に
注
が
れ



327 モルトマンの霊性神学

る
と
き
に
、
病
気
で
衰
弱
し
て
死
滅
す
る
体
は
聖
霊
の
神
殿
と
な
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
が
生
命
の
根
源
で
あ
る
た
め
、
真
の
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
は
生
命
を
愛
す
る
霊
性
で
あ
る
。
生
命
を
破
壊
す

る
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
敵
で
あ
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
犯
罪
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
生
命
の
畏
れ
は
今
日
、
生
命
に

対
す
る
暴
力
の
放
棄
を
要
求
す
る
）
37
（

」。
戦
争
と
暴
力
は
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
敵
で
あ
る
。
戦
争
と
暴
力
の
み
が
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
敵
で
は

な
く
麻
薬
と
喫
煙
、
過
度
な
飲
酒
及
び
肉
体
の
健
康
を
害
す
る
す
べ
て
の
享
楽
も
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
敵
で
あ
る
。
人
間
の
生
命
を
害
す
る

す
べ
て
の
も
の
は
聖
霊
の
旨
に
逆
ら
う
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
指
向
す
べ
き
生
命
に
対
す
る
畏
れ
の
世
界
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
は
人
間
の
生
命
を
害
す
る
も
の
の
み
が
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
敵
で
は
な
く
、
自
然
の
生
命
を
害
す
る
も
の
も
キ
リ
ス
ト
教
霊

性
の
敵
と
見
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
た
）
38
（

。

生
命
の
畏
れ
は
常
に
弱
い
生
命
、
傷
つ
け
や
す
い
生
命
を
畏
れ
る
こ
と
と
共
に
始
ま
る
。
人
間
世
界
で
生
命
の
畏
れ
は
貧
し
い

者
、
弱
い
者
に
該
当
す
る
。
自
然
世
界
に
て
生
命
の
畏
れ
は
弱
い
動
物
と
植
物
の
種
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
生
命
は
今
、
人

間
の
野
蛮
的
行
為
に
よ
っ
て
滅
び
る
に
至
っ
た
。
生
命
の
聖
化
は
今
日
の
制
度
化
さ
れ
た
人
間
の
攻
撃
か
ら
神
の
被
造
物
を
守

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
へ
の
愛
と
隣
人
愛
の
二
重
の
戒
め
は
今
日
、
さ
ら
に
一
次
元
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
全
て
の
生

命
を
畏
れ
る
次
元
が
必
要
だ
と
見
て
い
る
。「
生
態
学
的
次
元
を
正
し
く
悟
る
と
、
今
ま
で
口
の
利
け
な
い
も
の
と
扱
わ
れ
た
同
伴
者
、
地

球
に
至
る
ま
で
愛
の
二
重
の
戒
め
を
拡
げ
る
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
心
と
魂
と
力
を
尽
く
し
て
主
・
神
を
愛
し
、
あ
な
た
の
隣
人
を
愛
し

な
さ
い
。
そ
し
て
こ
の
地
球
を
あ
な
た
の
体
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
）
39
（

」。
真
の
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
は
弱
い
動
物
と
植
物
を
守
る
霊
性
で
あ
り
、
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自
然
の
生
命
の
た
め
に
働
く
霊
性
で
あ
る
。

（
2
）
地
と
肉
体
の
た
め
の
霊
性

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
は
安
息
日
に
経
験
さ
れ
、
安
息
の
年
と
ヨ
ベ
ル
の
年
に
お
い
て
経
験
さ
れ
る
。
神
の
現
存
す
る
最
も
聖
な
る
場

所
は
聖
書
の
理
解
に
よ
れ
ば
「
地
の
あ
る
特
別
地
域
や
霊
魂
の
内
的
領
域
で
は
な
く
、
安
息
日
と
安
息
の
年
を
経
験
す
る
時
間
の
リ
ズ
ム

の
中
）
40
（

」
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
の
神
秘
は
霊
魂
の
独
特
な
神
秘
で
は
な
く
「
す
べ
て
生
き
て
い
る
命
の
た
め
の
安
息
日
の
神
秘
）
41
（

」
で
あ

る
。
安
息
の
年
は
貧
し
い
者
の
負
債
が
免
除
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
奴
隷
た
ち
が
解
放
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
土
地
が
休
息
を
得
る
年
で
あ
る
。

安
息
の
年
を
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
苦
痛
か
ら
の
解
放
を
経
験
す
る
こ
と
で
あ
り
、
社
会
的
正
義
を
経
験
す
る
こ
と
で
あ
り
、

山
川
草
木
の
緑
と
生
命
を
経
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
息
の
年
神
学
は
社
会
解
放
的
次
元
だ
け
で
は
な
く
、
生
態
学
的
次
元
を
も
本
質
的
に
持
っ
て
い

る
。
安
息
日
は
人
間
だ
け
が
休
む
の
で
は
な
く
、
全
て
の
家
畜
も
休
む
。
安
息
の
年
は
地
の
緑
と
肥
沃
と
命
の
た
め
に
制
定
し
た
年
で
あ

る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
安
息
日
神
学
は
す
べ
て
生
き
て
い
る
命
の
た
め
の
霊
性
の
根
源
で
あ
る
と
同
時
に
肉
体
と
地
の
た
め
の
霊
性
の

根
源
で
あ
る
。
肉
体
を
虐
待
し
、
地
を
捨
て
る
こ
と
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
息
日
神
学
と
地
の
た
め
の
霊
性
に
根
本
的
に
衝
突
す
る
。
安
息
日

に
経
験
さ
れ
る
神
は
す
べ
て
の
命
の
健
康
と
地
に
満
ち
て
い
る
美
し
さ
の
た
め
に
存
在
し
た
も
う
神
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
の
核
心
で
あ
る
安
息
日
神
学
は
、
す
べ
て
の
肉
体
と
地
を
生
か
す
た
め
の
霊
性
を
教
え
て
い
る
神
学
で
あ
る
。
安
息

日
と
安
息
の
年
と
ヨ
ベ
ル
の
年
に
経
験
す
る
神
は
す
べ
て
の
社
会
秩
序
を
正
し
、
世
と
動
物
と
自
然
に
健
康
と
命
を
与
え
よ
う
と
す
る
神
で

あ
る
。
今
日
生
態
界
の
死
を
放
置
す
る
こ
と
は
安
息
日
の
霊
性
と
大
き
く
衝
突
す
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
）
42
（

。
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イ
ス
ラ
エ
ル
の
ト
ラ
ー
（Torah

）
に
よ
れ
ば
地
も
神
の
偉
大
な
安
息
日
に
休
め
る
よ
う
に
（
レ
ビ
記 

二
五
章
、
二
六
章
）
七

年
ご
と
に
耕
し
て
は
な
ら
な
い
。
搾
取
さ
れ
た
地
と
、
今
日
多
す
ぎ
る
肥
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
地
の
た
め
の
こ
の
休
耕
の

年
に
て
私
は
地
の
霊
性
を
見
る
。
安
息
し
神
の
前
で
安
息
を
取
り
、
一
年
間
人
間
の
手
を
離
れ
て
地
は
息
を
つ
き
、
自
分
の
姿

を
取
り
戻
し
、
自
分
の
肥
沃
を
回
復
す
る
。
地
は
休
み
自
分
の
平
和
を
楽
し
む
。
こ
れ
を
一
回
経
験
し
た
人
は
、
安
息
の
年
に

地
を
人
間
の
介
入
か
ら
解
放
さ
せ
彼
自
身
の
命
を
尊
重
す
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
の
か
を
知
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
言
う
地
と
肉
体
の
た
め
の
霊
性
は
プ
ラ
ト
ン
化
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
伝
統
と
大
き
く
対
立
し
て
い
る
。
し
か

し
地
と
肉
体
の
た
め
の
霊
性
は
聖
書
の
安
息
日
神
学
に
基
盤
を
持
っ
て
い
る
重
要
な
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
以
下
の

よ
う
に
警
告
し
て
い
る
。「
も
し
我
々
が
土
地
の
安
息
と
土
地
の
霊
性
を
拒
み
つ
つ
土
地
を
搾
取
す
る
な
ら
ば
、
土
地
は
人
類
の
わ
が
ま
ま

か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
荒
れ
果
て
す
べ
て
を
な
く
し
、
人
類
は
滅
亡
す
る
で
あ
ろ
う
）
43
（

」。
地
と
人
間
の
間
で
の
愛
の
コ
イ
ノ
ニ
ア
の
た
め
の

霊
性
が
真
の
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
で
あ
る
。
こ
の
霊
性
は
地
を
生
か
し
人
間
を
生
か
し
、
命
の
溢
れ
る
豊
か
な
世
界
を
作
る
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
解
放
の
政
治
的
霊
性

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
神
を
出
エ
ジ
プ
ト
の
神
と
し
て
経
験
し
た
。
こ
れ
は
十
戒
の
第
一
戒
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教

で
最
も
強
調
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
。「
わ
た
し
は
あ
な
た
の
神
、
主
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
を
エ
ジ
プ
ト
の
地
、

奴
隷
の
家
か
ら
導
き
出
し
た
者
で
あ
る
」（
出
エ
ジ
プ
ト
記 

二
〇
・
二
）。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
は
神
を
、
エ
ジ
プ
ト
の
パ

ロ
の
虐
政
か
ら
彼
ら
を
解
放
さ
せ
た
解
放
の
神
と
経
験
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
呻
き
と
苦
痛
と
涙
を
ご
覧
に
な
り
、
彼

ら
を
解
放
さ
せ
た
、
自
由
と
解
放
の
神
で
あ
っ
た
。「
い
ま
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
叫
び
が
わ
た
し
に
届
い
た
。
わ
た
し
は
ま
た
エ
ジ
プ
ト
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び
と
が
彼
ら
を
し
え
た
げ
る
、
そ
の
し
え
た
げ
を
見
た
。
さ
あ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
を
パ
ロ
に
つ
か
わ
し
て
、
わ
た
し
の
民
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
人
々
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
導
き
出
さ
せ
よ
う
」（
出
エ
ジ
プ
ト
記 

三
・
九
―
一
〇
）。
過
越
祭
は
代
々
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
イ
ス
ラ
エ
ル

民
族
の
神
と
し
て
の
経
験
の
根
で
あ
る
、
こ
の
出
エ
ジ
プ
ト
の
自
由
と
解
放
の
歴
史
を
記
念
す
る
行
事
で
あ
っ
た
）
44
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
の
根
は
解
放
と
自
由
の
神
の
経
験
で
あ
り
、
出
エ
ジ
プ
ト
の
霊
性
は
政
治
的
解
放
と
自
由
の
霊

性
で
あ
る
。
こ
の
霊
性
は
不
義
の
歴
史
の
苦
難
と
圧
制
を
諦
め
傍
観
し
世
を
捨
て
て
山
に
隠
遁
す
る
霊
性
で
は
な
く
、
不
義
の
歴
史
の
苦
難

と
圧
制
を
壊
す
霊
性
で
あ
る
。
圧
制
の
現
実
を
諦
め
て
、
肉
の
世
界
を
捨
て
て
霊
の
世
界
に
入
る
霊
性
で
は
な
く
、
肉
の
世
界
に
お
い
て
存

在
す
る
不
義
の
構
造
を
打
破
し
正
義
の
流
れ
る
世
界
を
作
り
、
乳
と
蜜
の
流
れ
る
喜
び
の
世
界
を
作
る
霊
性
で
あ
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
の
霊
性

は
、
脱
歴
史
的
で
霊
魂
の
み
﹇
強
調
す
る
﹈
霊
性
を
拒
否
す
る
霊
性
で
あ
る
。

出
エ
ジ
プ
ト
の
霊
性
は
解
放
と
自
由
の
霊
性
で
あ
る
。
こ
の
解
放
と
自
由
の
霊
性
は
二
〇
世
紀
後
半
の
女
性
神
学
の
霊
性
と
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
の
解
放
神
学
の
霊
性
と
同
じ
霊
性
を
共
有
し
て
い
る
。
ベ
ル
カ
ー
（M

. W
elker

）
に
よ
れ
ば
女
性
神
学
と
解
放
神
学
は
、
解
放
す

る
聖
霊
の
活
動
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
女
性
神
学
と
解
放
神
学
は
聖
霊
論
の
一
部
に
な
ろ
う
。
聖
霊
は
愛
と
正
義
の
世

界
を
作
る
霊
で
あ
り
、
圧
制
か
ら
解
放
さ
せ
、
公
道
が
水
の
よ
う
に
正
義
が
川
の
よ
う
に
流
れ
る
（
ア
モ
ス 

五
・
二
四
）
世
界
を
作
る
霊

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ベ
ル
カ
ー
の
聖
霊
論
と
霊
性
神
学
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
そ
れ
ら
と
神
学
的
観
点
に
お
い
て
最
も
類
似
し
て
い
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
も
解
放
神
学
を
聖
霊
論
の
重
要
な
次
元
と
見
て
、
解
放
神
学
の
霊
性
も
出
エ
ジ
プ
ト
の
霊
性
と
関
係
が
深
い
と
見
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
教
皇
パ
ウ
ロ
二
世
が
一
九
八
三
年
ニ
カ
ラ
グ
ア
（N

icaragua

）
で
行
わ
れ
た
説
教
で
司
祭
た
ち
は
ニ
カ
ラ

グ
ア
の
人
々
の
自
由
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
建
設
と
解
放
の
た
め
の
闘
争
に
参
加
し
て
は
な
ら
ず
、
霊
性
の
道
を
人
々
に
用
意
さ
せ
る
こ
と
が
司
祭

た
ち
の
課
題
だ
と
言
及
し
た
こ
と
を
強
く
批
判
し
た
）
45
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
解
放
神
学
は
聖
霊
が
建
て
よ
う
と
す
る
神
の
国
の
た
め
の
神

学
で
あ
り
、
こ
の
国
の
た
め
の
歴
史
的
事
柄
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
神
学
で
あ
る
）
46
（

。

一
九
六
四
年
出
版
さ
れ
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
『
希
望
の
神
学
』（T

heologie der H
offnung

）
は
出
エ
ジ
プ
ト
の
霊
性
を
世
界
に
知
ら
せ
た
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不
朽
の
著
述
で
あ
っ
た
）
47
（

。
こ
の
著
述
は
そ
れ
以
後
登
場
し
た
メ
ッ
ツ
（J. B

. M
etz

）
の
『
世
の
神
学
』（Zur T

heologie der W
e

）
48
（lt

）
と
共

に
、
二
〇
世
紀
後
半
の
全
世
界
に
渡
っ
て
起
き
た
正
義
の
た
め
の
闘
争
、
圧
制
に
抵
抗
す
る
闘
争
、
人
種
差
別
と
性
差
別
に
抵
抗
す
る
闘

争
及
び
民
主
化
の
た
め
の
闘
争
に
お
い
て
霊
的
な
力
を
供
給
し
た
著
述
と
し
て
、
二
〇
世
紀
後
半
に
全
世
界
に
渡
っ
て
起
き
た
巨
大
な
変

革
の
原
動
力
と
な
っ
た
本
で
あ
る
。
こ
の
本
の
影
響
で
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
は
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
（G

. G
uitiérrez

）
の
『
解
放
神
学
』
が

一
九
七
一
年
に
台
頭
し
、
韓
国
で
は
維
新
体
制
に
抵
抗
し
た
民
衆
神
学
が
台
頭
し
た
。

聖
書
に
基
づ
く
正
し
い
霊
性
は
歴
史
か
ら
逃
げ
る
霊
性
で
は
な
い
。
不
義
と
圧
制
が
深
い
と
こ
ろ
、
ま
た
強
制
労
働
と
鞭
と
悔
し
い
投
獄

生
活
と
拷
問
と
死
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
悪
の
霊
で
あ
る
サ
タ
ン
が
存
在
し
て
い
る
。
聖
霊
を
信
じ
る
こ
と
は
強
制
労
働
と
鞭
と
悔
し
い
投
獄

生
活
と
拷
問
を
壊
す
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
不
義
と
圧
制
と
死
の
霊
を
世
界
と
歴
史
か
ら
追
い
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
旧
約
の
出
エ
ジ

プ
ト
の
歴
史
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
歴
史
に
お
い
て
行
動
す
る
神
が
啓
示
さ
れ
た
歴
史
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
出
エ
ジ
プ
ト
の
霊
性
は
、
強
制

労
働
と
鞭
と
悔
し
い
投
獄
生
活
と
拷
問
と
死
を
打
ち
壊
し
、
不
義
と
圧
制
と
死
の
力
を
打
ち
壊
す
霊
性
で
あ
る
。

（
4
）
健
康
と
癒
し
の
た
め
の
霊
性

キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
が
健
康
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
二
〇
世
紀
に
顕
著
に
強
調
し
た
人
々
は
、
二
〇
世
紀
初
め
に
登
場
し

二
〇
世
紀
に
全
世
界
に
拡
げ
ら
れ
た
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
運
動
を
主
導
し
た
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
運
動

（Pentecostal M
ovem

ent

）
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
病
を
癒
す
働
き
を
今
日
も
行
わ
れ
る
。
病
気
の
癒
し
と
健
康
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た

ち
に
よ
れ
ば
神
の
国
が
歴
史
の
中
に
入
る
と
い
う
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
神
の
国
の
運
動
は
ハ
ン
セ
ン
病
、
身
体
障
碍
者
、
盲

人
、
出
血
病
者
な
ど
、
病
者
を
生
か
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
日
の
神
の
国
運
動
も
や
は
り
病
者
た
ち
を
癒
し
健
や
か
に
す
る
聖
霊
の
活

動
に
よ
っ
て
拡
げ
ら
れ
る
。
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ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た
ち
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
死
の
中
に
は
、
貧
し
さ
と
病
の
た
め
の
代
理
的
な
死
が
本
質
的
に
存
在
す

る
。「
そ
の
打
た
れ
た
傷
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
い
や
さ
れ
た
の
だ
」（
イ
ザ
ヤ 

五
三
・
五
）。
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た
ち
は
イ
エ
ス
が

打
た
れ
た
鞭
と
受
け
ら
れ
た
苦
難
に
よ
っ
て
病
に
苦
し
め
ら
れ
た
人
々
が
解
放
さ
れ
、
彼
ら
を
痛
め
つ
け
る
飢
え
と
貧
し
さ
の
痛
み
が
解
決

済
み
だ
と
信
じ
る
。
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
聖
霊
運
動
の
霊
性
は
貧
し
さ
を
信
じ
な
い
霊
性
で
あ
り
、
病
に
抵
抗
す
る
霊
性
で
あ
り
、
貧
し
さ
と
病

を
キ
リ
ス
ト
が
解
決
し
た
た
め
聖
霊
に
よ
っ
て
豊
か
さ
と
健
康
と
命
の
世
界
が
到
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
信
じ
る
霊
性
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た
ち
の
霊
性
に
対
し
て
モ
ル
ト
マ
ン
は
ま
ず
肯
定
的
立
場
を
示
し
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
も
や
は
り

病
者
の
癒
し
は
イ
エ
ス
が
伝
え
た
神
の
国
の
福
音
の
重
要
な
側
面
と
見
て
い
る
。「
そ
れ
は
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
一
〇
章
八
節
に
よ
れ
ば

イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
に
任
さ
れ
た
働
き
で
あ
り
、
ま
た
教
会
の
使
徒
性
の
本
質
的
側
面
で
も
あ
っ
た
）
49
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
病
者
の
癒

し
は
「
復
活
と
永
遠
な
生
命
の
前
兆
（Vorzeiche

）
50
（n

）
で
あ
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
・
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
（C

hristoph B
lum

hardt

）
は
イ
エ

ス
の
病
者
の
癒
し
を
「
神
の
国
の
奇
蹟
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
れ
に
肯
定
的
評
価
を
下
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

「
重
い
病
が
死
の
前
兆
で
あ
る
よ
う
に
病
者
の
癒
し
は
復
活
の
前
兆
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
）
51
（

」。
人
間
は
重
い
病
に
お
い
て
死
の
力
と
辛
い
闘

い
を
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
た
め
病
の
癒
し
は
人
間
の
期
待
と
希
望
と
な
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
病
の
観
点
で
は
神
の
国
は
病

の
癒
し
を
意
味
し
、
死
の
観
点
で
は
神
の
国
が
復
活
を
意
味
す
る
）
52
（

」。

神
の
霊
が
生
か
す
霊
で
あ
り
、
健
康
と
命
の
霊
で
あ
り
、
神
の
国
が
健
康
と
生
命
と
生
の
歴
史
と
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
モ
ル
ト
マ
ン
の

見
方
は
、
二
〇
世
紀
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
聖
霊
運
動
に
対
し
て
、
と
り
あ
え
ず
肯
定
的
に
評
価
で
き
る
可
能
性
を
提
示
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
モ
ル

ト
マ
ン
は
韓
国
の
汝
矣
島
（
ヨ
イ
ド
）
純
福
音
教
会
の
趙
鏞
基
（
チ
ョ
・
ヨ
ン
ギ
）
牧
師
と
の
神
学
的
・
牧
会
的
対
談
で
、
多
く
の
部
分
で

互
い
に
肯
定
し
つ
つ
、
そ
の
対
談
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た
ち
の
霊
性
に
対
し
て
か
な

り
批
判
的
な
見
方
も
持
っ
て
い
て
、
こ
の
批
判
的
見
方
は
彼
の
本
『
生
命
の
泉
』
で
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た

ち
は
政
治
や
平
和
運
動
や
環
境
運
動
の
よ
う
な
今
日
の
日
常
の
生
の
ど
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
彼
ら
は
核
ミ
サ
イ
ル
に
対
抗
し
て
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戦
っ
て
い
る
我
々
の
隣
に
存
在
し
て
い
な
い
の
か
）
53
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た
ち
が
霊
魂
の
宗
教
か
ら
抜
け
出
て
、
神
の

国
の
福
音
が
全
人
的
な
生
と
健
康
と
生
命
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
を
肯
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
霊
性
が
聖
霊
の
社
会
・
歴

史
的
救
い
の
次
元
を
認
識
せ
ず
、
個
人
の
祝
福
と
安
全
の
領
域
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
批
判
し
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
我
々

に
聖
霊
の
力
が
来
る
目
的
が
現
実
的
な
こ
の
世
界
の
葛
藤
か
ら
離
れ
て
宗
教
的
妄
想
世
界
に
逃
げ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ

の
葛
藤
の
真
ん
中
に
、
自
由
を
得
さ
せ
る
キ
リ
ス
ト
の
統
治
を
証
す
る
こ
と
に
）
54
（

」
あ
る
た
め
、
人
間
の
健
康
と
癒
し
の
た
め
の
霊
性
は
社
会

と
歴
史
全
体
の
葛
藤
と
分
裂
を
癒
し
、
健
や
か
な
世
界
を
作
る
た
め
の
霊
性
へ
と
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。

（
5
）
死
に
対
抗
す
る
復
活
の
霊
性

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
出
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
霊
性
の
根
だ
と
す
れ
ば
、
復
活
は
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
根
で
あ
る
。
モ
ル

ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
復
活
の
出
来
事
は
出
エ
ジ
プ
ト
の
出
来
事
の
意
味
を
包
括
し
つ
つ
宇
宙
的
地
平
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
出
来
事
は

神
が
解
放
の
神
だ
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
出
エ
ジ
プ
ト
の
出
来
事
は
歴
史
の
独
裁
者
で
あ
っ
た
パ
ロ
の
暴
政
で
の
政
治

的
解
放
を
意
味
し
、
復
活
の
出
来
事
は
あ
ら
ゆ
る
歴
史
を
踏
み
に
じ
る
暴
君
で
あ
る
死
の
力
か
ら
解
放
さ
せ
た
出
来
事
と
な
る
）
55
（

。
出
エ
ジ
プ

ト
の
出
来
事
が
乳
と
蜜
の
流
れ
る
土
地
の
約
束
の
象
徴
で
あ
る
な
ら
ば
、
復
活
の
出
来
事
は
虚
無
と
死
の
力
が
除
去
さ
れ
、
永
遠
の
命
に
輝

く
全
て
の
被
造
物
の
光
栄
に
満
ち
た
新
し
い
創
造
の
約
束
の
象
徴
で
あ
る
）
56
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
主
の
霊
の
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
常
に
自

由
（
Ⅱ
コ
リ
ン
ト 

三
・
一
七
）
と
解
放
が
あ
り
、
主
の
霊
の
経
験
は
放
棄
と
諦
念
を
拒
む
希
望
の
経
験
で
あ
り
、
抑
圧
を
破
壊
し
て
自
由

を
得
る
と
こ
ろ
の
自
由
と
解
放
の
経
験
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
復
活
の
霊
は
大
き
く
三
つ
の
次
元
の
活
動
と
関
連
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
復
活
の
霊
が
肉
体
を
生
か
す
霊
だ
と
い

う
点
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
初
代
教
会
が
霊
魂
の
不
滅
を
信
じ
る
と
言
わ
ず
体
の
復
活
を
信
じ
る
と
告
白
し
た
の
は
、
重
要
な
意
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味
を
持
っ
て
い
る
。
復
活
の
霊
は
体
を
生
か
す
霊
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
復
活
を
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
は
、
体
を
愛
し
体
の
生
命
の
た

め
に
戦
い
、
究
極
的
に
体
の
復
活
を
信
じ
る
霊
性
で
あ
る
。

第
二
に
、
復
活
の
霊
は
こ
の
世
に
存
在
す
る
死
の
力
を
打
ち
壊
し
た
霊
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
十
字
架
は
宗
教
的
出
来
事
で
あ

る
と
同
時
に
政
治
的
出
来
事
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
死
は
こ
の
世
の
中
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
苦
難
の
破
壊
を
意
味
し
、
復
活
は
死
の
力

の
終
末
を
意
味
す
る
。
復
活
の
霊
を
信
じ
る
霊
性
は
政
治
、
経
済
、
社
会
、
軍
事
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
存
在
す
る
死
の
力
に
抵
抗
す

る
霊
性
で
あ
り
、
こ
の
世
に
生
と
命
を
満
た
そ
う
と
す
る
霊
性
で
あ
る
。

第
三
に
、
復
活
の
霊
は
宇
宙
的
生
命
の
た
め
の
霊
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
エ
ペ
ソ
書
と
コ
ロ
サ
イ
書
、
そ
し
て
聖
書
の
他
の
箇
所
に
は

復
活
の
霊
の
宇
宙
的
意
味
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
死
の
力
を
打
ち
壊
し
た
復
活
の
霊
は
全
て
の
被
造
物
を
捕
ら
え
て
い
る
死
の
力
に
打
ち

勝
っ
た
霊
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
復
活
を
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
は
、
肉
体
の
生
命
と
自
然
の
生
命
と
こ
の
世
の
生
命
の
た
め
に
働
く

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
死
の
力
に
抵
抗
す
べ
き
で
あ
る
。

三
、
信
仰
と
希
望
と
愛
と
し
て
の
霊
性

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
信
仰
と
希
望
と
愛
は
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
核
心
で
あ
る
。
信
仰
と
希
望
と
愛
の
聖
霊
の
経
験
の
三
つ
の
次
元
と
し

て
、
自
由
を
得
さ
せ
る
聖
霊
の
活
動
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
）
57
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
信
仰
は
人
間
の
全
体
の
生
を
新
た
に
す
る
自
由
の

始
ま
り
で
あ
る
。「
信
ず
る
者
に
は
、
ど
ん
な
事
で
も
で
き
る
」（
マ
ル
コ 
九
・
二
三
）。
信
仰
は
不
可
能
を
打
ち
壊
す
力
で
あ
り
、
死
の
力

の
支
配
す
る
こ
の
世
で
生
の
生
動
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
現
す
る
場
所
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
神
の
尽
く
す
こ
と
の
な
い
創
造
的

諸
力
は
信
仰
を
通
し
て
人
間
の
内
に
開
か
れ
る
）
58
（

」。
信
仰
は
人
間
と
こ
の
世
を
結
ん
で
い
る
抑
圧
と
死
亡
の
構
造
を
打
ち
壊
す
力
で
あ
る
。
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出
エ
ジ
プ
ト
と
復
活
の
神
を
信
じ
る
こ
と
は
抑
圧
と
死
の
構
造
に
お
い
て
働
い
て
い
る
解
放
の
力
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
歴
史
の
新
し
い

可
能
性
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
『
希
望
の
神
学
』
は
希
望
の
霊
性
を
世
に
知
ら
せ
た
著
述
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
『
希
望
の
神
学
』
で
キ
リ
ス

ト
教
の
霊
性
が
彼
岸
的
な
も
の
で
は
な
く
こ
の
世
の
変
革
と
関
連
あ
る
も
の
と
見
て
、
ま
た
挫
折
と
絶
望
に
よ
っ
て
無
気
力
に
落
ち
て
死
を

愛
す
る
の
で
は
な
く
、
無
気
力
と
無
感
情
を
打
ち
壊
し
て
、
迫
っ
て
く
る
神
の
国
の
未
来
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
と
見
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ

ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
に
よ
る
宣
教
は
命
の
宣
教
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
命
の
溢
れ
て
い
る
喜
び
の
世
界
に
向
け
て
胸
を
開
く
希
望
を
引
き
起

こ
す
宣
教
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
た
）
59
（

。

も
し
我
々
が
生
命
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
愛
す
る
こ
と
を
習
い
ま
す
。
そ
し
て
も
し
我
々
が
未
来
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
希
望
す

る
法
を
学
び
ま
す
。
…
…
霊
魂
の
無
感
覚
（A

pathie

）
に
対
抗
し
て
戦
う
と
き
、
我
々
は
希
望
の
能
力
を
経
験
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
見
通
し
は
暗
く
て
も
「
そ
れ
で
も
よ
ろ
し
い
」（D

ennoch

）
と
答
え
て
勇
ま
し
く
生
き
る
と
き
、
こ
の
希
望
の

能
力
が
我
々
の
生
を
捕
ま
え
て
く
れ
る
と
い
う
事
実
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
類
と
地
球
の
未
来
が
い
く
ら
暗
鬱
に
な

ろ
う
と
も
、
希
望
す
る
と
い
う
こ
と
は
生
き
延
び
る
こ
と
と
生
き
残
る
こ
と
を
意
味
し
、
創
造
さ
れ
た
生
命
の
た
め
に
働
き
戦

う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
教
父
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
（C

hrysostom

）
は
「
我
々
を
滅
亡
に
落
と
す
こ
と
は
罪
悪
で

は
な
く
、
む
し
ろ
絶
望
で
あ
る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
ど
う
で
も
い
い
」
と
い
う
冷
淡
さ
の
ゆ
え
に
、
今
日
我
々

は
滅
亡
し
て
い
き
ま
す
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
冷
淡
さ
、
無
感
覚
、
自
暴
自
棄
な
ど
は
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
敵
で
あ
る
。
そ
れ
は
希
望
の
喪
失
を
意
味
す
る
と
同

時
に
生
と
こ
の
世
を
破
壊
す
る
勢
力
に
対
す
る
屈
服
を
意
味
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
は
希
望
の
霊
性
で
あ
り
、
生
と
こ
の
世
を
破
壊
す
る
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力
に
対
す
る
抵
抗
の
霊
性
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
の
希
望
は
霊
魂
の
内
面
世
界
で
の
救
い
を
求
め
る
神
秘
主
義
的
希
望
に
縮
小
し
て
は
な
ら
な
い
。
正

し
い
キ
リ
ス
ト
教
的
霊
性
は
「
新
し
い
世
界
を
仰
ぐ
メ
シ
ア
的
希
望
）
60
（

」
に
目
を
開
き
未
来
を
仰
ぐ
希
望
の
霊
性
で
あ
る
。
新
し
く
健
や
か
で

完
全
に
生
動
す
る
メ
シ
ア
的
世
界
に
対
す
る
情
熱
は
真
の
キ
リ
ス
ト
教
の
希
望
の
霊
性
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
真
の
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
は
信
仰
と
希
望
の
霊
性
で
あ
る
と
同
時
に
愛
の
霊
性
で
あ
る
。「
真
の
霊
性
は
、
充
満
し

て
分
離
し
な
い
生
命
へ
の
愛
の
回
復
で
あ
る
。
生
命
に
対
す
る
完
全
な
肯
定
と
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
に
対
す
る
差
別
な
し
の
愛
は
聖
霊
の
初
め

て
の
経
験
で
あ
る
）
61
（

。
ブ
ル
ン
ジ
（B

urundi

）
と
ボ
ス
ニ
ア
（B

osnia

）
で
起
き
た
大
量
虐
殺
に
対
す
る
無
関
心
な
霊
性
は
真
の
キ
リ
ス
ト

教
霊
性
で
は
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
生
命
の
霊
性
は
こ
の
よ
う
な
内
面
的
麻
痺
、
心
の
無
関
心
の
鎧
と
他
人
の
苦
痛
に
対
す
る
冷

静
さ
を
打
ち
壊
す
）
62
（

」
霊
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
命
の
死
に
対
し
て
泣
き
、
生
命
の
再
生
に
対
し
て
踊
る
霊
性
で
あ
り
、「
自
分
の
中
に
あ
る
死

へ
の
衝
動
と
、
自
分
を
巻
き
こ
ん
で
い
る
死
の
諸
力
に
抵
抗
し
、
命
あ
る
未
来
の
た
め
に
戦
う
）
63
（

」
霊
性
で
あ
る
。

ま
た
真
の
愛
の
霊
性
は
支
配
の
た
め
の
霊
性
で
は
な
く
、
交
わ
り
（G

em
einschaft

）
の
た
め
の
霊
性
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
自
由
を

支
配
と
理
解
し
て
い
る
政
治
の
歴
史
を
批
判
し
た
）
64
（

。
自
由
を
支
配
と
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
僕
に
は
自
由
が
な
く
、
支
配

し
た
者
が
自
由
を
持
っ
た
歴
史
の
ゆ
え
で
あ
る
。
し
か
し
聖
霊
に
よ
る
真
の
自
由
は
「
交
わ
り
と
し
て
の
自
由
」（Freiheit als G

em
ein-

schaft

）
で
あ
る
）
65
（

。
人
間
の
真
の
解
放
は
主
従
関
係
に
お
い
て
で
は
な
く
、
自
由
の
人
格
体
の
間
で
愛
の
出
会
い
に
お
い
て
遂
げ
ら
れ
る
。

男
と
女
と
の
間
の
愛
と
交
わ
り
と
隣
人
と
の
愛
の
交
わ
り
及
び
民
族
と
民
族
と
の
間
で
の
愛
と
交
わ
り
と
、
そ
し
て
人
間
と
自
然
と
の
愛
の

交
わ
り
の
中
で
、
さ
ら
に
人
間
と
神
と
の
愛
と
交
わ
り
の
中
で
人
間
は
人
間
ら
し
さ
を
味
わ
い
、
人
間
に
不
安
を
与
え
抑
圧
す
る
全
て
の
こ

と
か
ら
解
放
さ
れ
る
）
66
（

。
第
一
世
界
が
第
三
世
界
を
抑
圧
す
る
構
造
は
第
三
世
界
の
人
々
の
生
命
を
奪
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
の
抵
抗

と
対
抗
の
暴
力
に
よ
っ
て
第
一
世
界
の
人
々
の
生
命
も
危
う
く
し
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
真
の
愛
の
霊
性
は
支
配
と
服
従
の
悪
魔
的
構
造

に
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
支
配
と
服
従
を
意
味
す
る
「
主
権
と
し
て
の
自
由
は
生
を
破
壊
さ
せ
る
）
67
（

」。
真
の
キ
リ
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ス
ト
教
霊
性
は
御
父
と
御
子
と
聖
霊
の
愛
の
コ
イ
ノ
ニ
ア
に
相
応
す
る
自
由
な
人
格
体
た
ち
の
間
の
出
会
い
と
交
わ
り
の
世
界
を
指
向
す
る

愛
の
霊
性
で
あ
る
。
こ
の
愛
の
霊
性
は
世
界
に
お
け
る
分
裂
と
葛
藤
を
癒
し
戦
争
を
な
く
し
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
が
花
を
咲
く
よ
う
な
美
し
い

世
界
を
作
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ　

結
び

モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学
は
統
全
的
神
学
の
特
性
を
持
つ
霊
性
神
学
で
あ
る
）
68
（

。
そ
れ
は
過
去
の
霊
性
神
学
が
霊
魂
の
中
に
沈
み
つ
つ
入
っ

た
の
に
反
し
て
、
肉
体
と
感
覚
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
、
明
る
い
世
界
の
美
し
さ
を
感
じ
る
感
覚
的
経
験
の
中
に
も
神
の
経
験
の
大
道
が

存
在
す
る
こ
と
を
教
え
た
霊
性
神
学
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
教
会
と
修
道
院
の
塀
の
中
が
神
を
経
験
す
る
独
占
的
場
所
で
は
な
く
、
こ
の

世
と
歴
史
の
中
で
、
そ
し
て
す
べ
て
の
被
造
物
の
解
放
と
喜
び
の
中
で
神
が
経
験
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
霊
性
神
学
で
あ
る
。

ま
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学
は
こ
の
世
の
生
と
生
命
の
た
め
の
霊
性
神
学
で
あ
る
。
世
を
離
れ
て
宗
教
的
で
霊
的
な
世
界
に
逃
げ
る
こ

と
は
正
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
で
は
な
く
、
こ
の
世
の
中
に
あ
る
死
の
勢
力
に
対
抗
す
る
こ
と
が
正
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
で
あ
り
、

人
間
と
世
と
自
然
を
生
か
し
、
生
命
の
喜
び
で
全
世
界
が
溢
れ
る
よ
う
に
作
る
こ
と
が
正
し
い
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
神
学
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
た
霊
性
神
学
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学
は
か
つ
て
の
霊
性
神
学
が
持
っ
て
い
た
歪
ん
だ
脱
社
会
性
や
脱
歴
史
性
と
い
う
問
題
点

を
矯
正
し
、
二
一
世
紀
の
た
め
の
正
し
い
霊
性
神
学
の
道
を
開
い
た
と
い
う
点
で
大
き
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
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原
注

（
1
） J. M

oltm
ann, D

er G
eist des Lebens

（M
ünchen: K

aiser, 1991

）.﹇
訳
注
：
こ
の
本
の
訳
書
が
日
本
で
は
『
い
の
ち
の
御
霊
』、
韓
国
で
は
『
생

명
의 

영
（
生
命
の
霊
）』
と
い
う
題
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
原
文
の
「
생
명
（
生
命
）」
は
、
こ
こ
で
「
い
の
ち
」
あ
る
い
は
、「
生

命
」
と
混
用
す
る
。『
い
の
ち
の
御
霊
』
の
副
題
は
日
本
語
で
は
「
総
体
的
聖
霊
論
」
と
な
っ
て
い
る
﹈。

（
2
） J. M

oltm
ann, D

ie Q
uelle des Lebens

（M
ünchen: K

aiser, 1997

）. 

（
3
） J. M

oltm
ann, D

er G
eist des Lebens, p.21.

（
4
） Y. C

ongar, D
er H

elige G
eist

（Freiburg: H
erder, 1982

）.

（
5
） J. M

oltm
ann, D

er G
eist des Lebens, p.21.

（
6
） Ibid., p.9.

﹇
訳
注
、
本
文
は
韓
国
語
の
原
文
か
ら
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
に
、
以
下
の
長
い
引
用
文
に
対
し
て
は
和
訳
を
注
に
お

い
て
紹
介
し
よ
う
。「
と
ど
の
つ
ま
り
い
つ
あ
な
た
は
『
聖
霊
』
の
働
き
を
感
じ
た
か
と
い
う
簡
単
な
問
い
は
、
私
た
ち
を
当
惑
さ
せ
る
。
聖
霊

の
『
神
聖
』
が
、
私
た
ち
の
中
に
宗
教
的
畏
怖
を
呼
び
起
こ
す
。
私
た
ち
は
、
聖
霊
が
世
俗
的
生
活
か
ら
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
と
人
間
が
神
か

ら
遠
い
こ
と
を
感
じ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
宗
教
的
体
験
は
み
ん
な
の
中
心
と
な
る
事
柄
で
は
な
い
。
と
ど
の
つ
ま
り
い
つ
あ
な
た
は
『
生
の

御
霊
』
を
感
じ
た
か
と
い
う
問
い
は
、
全
く
異
質
に
響
く
。
こ
こ
で
私
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
日
常
的
生
活
経
験
に
よ
っ
て
答
え
、
そ
し
て
経

験
し
た
慰
め
と
励
ま
し
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
御
霊
は
、
私
た
ち
を
歓
喜
さ
せ
る
喜
び
で
あ
る
。
霊
の
力
は
、
霊
が
私

た
ち
の
内
に
呼
び
起
こ
す
生
の
力
で
あ
る
」。
蓮
見
和
男
・
沖
野
政
弘
訳
『
い
の
ち
の
御
霊
』
新
教
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
頁
（
以
下
、「
蓮

見
和
男
訳
」
と
略
記
）﹈。

（
7
） Ibid.

（
8
） Ibid., p.107.

（
9
） Ibid., p.190.
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（
10
） 

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
福
音
伝
道
の
た
め
に
死
ん
だ
伝
統
的
形
態
の
殉
教
者
も
い
る
が
他
の
形
態
の
殉
教
者
も
い
る
。
ロ
メ
ロ
（A

. R
om

ero

）

大
司
教
や
キ
ン
グ
（M

. L. K
ing Jr.

）
牧
師
や
神
学
者
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
ら
は
他
の
形
態
の
殉
教
者
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
皆
神
の
国
の
た
め
の

殉
教
者
で
あ
る
。

（
11
） J. M

oltm
ann, D

er G
eist des Lebens, p.193.

﹇
訳
注
、「『
聖
霊
』
は
、
生
を
聖
別
す
る
霊
で
あ
る
。
創
造
者
の
被
造
物
の
生
に
た
い
す
る
情
熱

を
も
っ
て
、
生
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
力
に
対
す
る
怒
り
を
も
っ
て
、
聖
霊
は
生
を
聖
別
す
る
。
破
滅
の
縁
に
お
い
て
、
創
造
の
維

持
と
生
へ
の
再
生
は
非
常
に
融
合
し
て
い
る
の
で
、
聖
別
す
る
霊
は
生
か
す
霊
と
し
て
経
験
さ
れ
る
」。
蓮
見
和
男
訳
、
二
六
六
頁
﹈。

（
12
） Ibid., pp.208

―9.
﹇
訳
注
、「
カ
リ
ス
マ
的
経
験
に
お
い
て
、
神
の
霊
は
生
気
を
与
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
生
は
、
喜
ば
せ
る

神
の
近
く
に
お
い
て
振
動
し
始
め
る
。
私
た
ち
は
、
私
た
ち
自
身
を
、
神
の
力
の
場
の
振
動
の
中
で
経
験
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
カ
リ
ス
マ
は
ま
た
、

力
（dynam

ics

）
あ
る
い
は
活
力
（enrgenia

）
と
呼
ば
れ
る
。
聖
霊
が
カ
リ
ス
マ
的
に
経
験
さ
れ
る
仕
方
は
、
昔
か
ら
『
流
れ
』、『
注
ぎ
』、

『
輝
き
』
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
経
験
か
ら
推
し
量
る
な
ら
ば
、
聖
霊
は
『
生
の
源
』、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
の
『
根
源
』、
光
り
輝
く
た
め

の
『
光
線
』
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
表
現
は
、
発
出
論
を
指
示
し
て
い
る
」。
蓮
見
和
男
訳
、
二
九
二
頁
﹈。

（
13
） J. M

oltm
ann, D

ie Q
uelle des Lebens,  

이
신
건
역
、『
생
명
의 

샘
』（
서
울
：
기
독
교
서
회
、
二
〇
〇
〇
年
）、
七
七
頁
﹇
李
シ
ン
ゴ
ン
訳
、『
い

の
ち
の
泉
』（
ソ
ウ
ル
：
基
督
教
書
会
）。
以
下
、「
李
シ
ン
ゴ
ン
訳
」
と
略
記
﹈。

﹇
訳
注
、
和
訳
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
蓮
見
幸
恵
訳
『
い
の
ち
の
泉
――
聖
霊
と
い
の
ち
の
神
学
』
新
教
出
版
社
、
一
九
九
九
年
（
以
下
、

「
蓮
見
訳
」
と
略
記
）。
韓
国
語
訳
と
日
本
語
の
訳
は
用
語
の
扱
い
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
の
著
者
の
思
想
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
引

用
文
は
韓
国
語
を
基
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長
い
引
用
に
関
し
て
は
、
注
に
日
本
語
の
訳
文
を
添
付
す
る
﹈。

（
14
） Ibid., p.34.

﹇
訳
注
、「
創
造
的
で
生
き
生
き
と
さ
せ
る
神
の
み
霊
は
、
こ
の
永
遠
に
生
き
る
い
の
ち
を
、
死
の
後
に
は
じ
め
て
も
た
ら
す
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